






肥満の栄養面について考える場合,食欲あるいは消化・吸収能,さらには糖質・脂質を中心

とした代謝学的側面は,いわゆる肥満への素質(内因)を形成するものであり,これに対して

食事の量や質あるいは運動量といった直接的な動機となる要因は環境因子(外因)を形成し

ていると考えられる。 


